
対

葉

花

文

に

つ

い

て

栗

田

美

由

紀

み

た

い
と

思

う

。

一

は

じ
め

に

二

作
例
の
検
討

対
葉
花
文
は
、
二
枚

の
葉
を
向
き
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
、

つ
ま
り
対
葉
形
を
も

つ
と

こ
ろ

に
特
徴
が
あ

る
花
形
で
、
中
国

で
は
唐
時
代
に
、
日
本

で
は
奈
良
時
代

に
盛
ん
に
行
わ
れ
た

装
飾
文
様

の

一
つ
で
あ
る
。

一
つ
の
対
葉
形
に
蓼
を

つ
け
て

一
つ
の
横
向
き

の
花
と
し
た
も

の
や
、

一
つ
の
対
葉
形
を

一
枚

の
花
弁
に
見
立
て
て
団
花
文
を
形
作

っ
た
も

の
が
あ
り
、
宝

相
華
と
言

い
表
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。
ま
た
花
文
以
外

に
も
対
葉
形
を
使

っ
た
装
飾

は
、
縁

飾
り
や
蓮
弁
形
な
ど
随
所
に
み
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
独
特
な
形
は
当
時
さ
ま
ざ
ま
に
応
用

さ
れ
、
広
く
愛
好
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「対
葉
花
文
」
と

い
う
言
葉

は
、
源
豊
宗
氏
が
東
大
寺
法
華
堂
不
空

絹
索
観
音
像

の
光
背

　
ユ

　

文
様
を
指
し
て
用
い
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
川
勝
政
太
郎
氏

に
よ

っ
て
対
葉
花

　
　

　

文

の
分
類
が
試
み
ら
れ
た
が
、
文
様

の
変
遷
や
流
行
時
期
に
ま
で
は
論

及
さ
れ
な
か

っ
た
。

ま
た
対
葉
花
文

の
発
生

に
つ
い
て
も
不
明
な
点

が
多
く
、
パ
ル
メ

ッ
ト
唐
草

の
発
展
形
と
も

グ
プ
タ
式
唐
草
を
応
用
し
た
も

の
と
も

い
わ
れ
る
ほ
か
、
西
方
銀
器

の
文
様

の
影
響
と
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
と
中
国
の
美

術
工
芸
作
品
に
あ
ら

わ
さ
れ
た
、
対
葉
花
文
お
よ
び

こ
の
風
変
わ
り
な
花
文
と
深
い
関
わ
り

が
あ
る
と
思
わ
れ
る

対
葉
形
を
含
む
文
様
を
分
類
整
理
し
、
対
葉
花
文

の
成
立
と
展
開
の
様

相

に
つ
い
て
考
え
て

以
下
、
本
文
中
で
は
、
切
れ
込
み
の
あ
る
葉
の
半
戯
形
二

つ
を
切
れ
込
み
の
あ
る
側
を
内

側
に
し
て
向
き
合
わ

せ
、
互
い
の
先
が
接
す
る
よ
う
湾
曲
さ
せ
た
形
を

「対
葉
形
」
と

い
い
、

こ
の
対
葉
形
を
主
要

な
構
成
要
素
と
す
る
花
文
を

「対
葉
花
文
」
と

い
う
。
こ
こ
で
と
り
あ

げ
る
の
は
七
～
八
世

紀
を
中
心
と
し
た
日
本
と
中
国

の
作
例
と
し
、
対
葉
花
文
お
よ
び
対
葉

形
を
主
要
な
構
成
要

素
と
す
る
文
様
を
次
の
よ
う

に
分
類
し
て
順
次
み
て
い
く
こ
と
に
し
た

い

。

1VIvmH

唐
草

の
中

に
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の

団
花
文

つ
な
ぎ
文

独
立
文

蓮
弁
装
飾
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(
一
)

中
国

の
作
例

-

唐
草

の
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
も

の

唐
草

の
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
対
葉
形

・
対
葉
花
文

の
例
は
、
敦
煙
莫

高
窟

の
藻
井
や
天
蓋

の
周
縁
、
墓
誌

の
装
飾
、
金
銀
器
な
ど
に
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
は
花
や
苞
と

い

っ
た
植
物

の

一
部
と
し
て
認
識
で
き

る
よ
う
な
タ
イ
プ

(A
)
(挿
図
1
)
と
、
唐
草

の
起
点
や
連
結
部

に
配
置
し

て
文
様

と
し
て
の
ま
と
ま
り
を

つ
け
た
り
、
ア
ク
セ
ン
ト

に
使

用
す

る
タ
イ
プ

(B
)

(挿
図

2
)
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
を
比
較
す

る
と

、
A
タ
イ
プ
は
形
が

整

い
、
七
世
紀
半
ば
以
降
の
作
例

に
多

い
の
に
対
し
、
B
タ
イ
プ
に
は
形
が
定
ま
ら
ず
、
七

世
紀
半
ば
頃
か
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
比
較
的
早
期

の
作
品
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
唐
草
の
中
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の
と
し

て
は
、
唐
草

の
起
点
や
連
結
部
に
配
置
さ
れ

る
B
タ
イ
プ
が
よ
り
古
様
で
、
初
期
的
な
形
態
を
示
し
て

い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
B
タ

イ
プ

の
中

で
も
早

い
時
期

の
も

の
は
西
方
起
源

の
葡
萄
文
様
と
と
も
に
描
か
れ
た
り

(挿
図

2

-
10

・
11

・
12
)
、
巻
込
み

の
多

い
葉
を
主
体
と
す

る
グ
プ
タ
式
唐

草

の
中

に
あ
ら
わ
さ

れ
て
お
り

(挿
図
2

-
1

・
2
)
、
西
方
的
な
要
素
が
強

い
と

い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

A

・

B
タ
イ
プ
と
も

に
最
も
形
が
整

い
、
文
様

の
中

で
も
主
要

モ
チ
ー
フ
と

し
て
扱
わ
れ
る
よ
う

な
例
は
、
神
龍

二
年

(七
〇
六
)
の
永
泰
公
主
墓
石
門

の
文
様

(挿
図

1

-
14
)
を
は
じ
め

と
す

る
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
作
例
に
集
中
す
る
。
以
後

は
形
が
粗
略
に
な

っ

た
り
、
扱

い
が
小
さ
く
な
る
こ
と
か
ら
、
唐
草
文
の
中

の
対
葉
形
は
七
世
紀
中
頃
に
は
成
立

し
、
以
後
、
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
最
も
盛
行
し
て
そ

の
後
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

H

団
花
文

(挿
図

3

・
4

・
5

・
6
)

団
花
文
の
作
例
は
敦
煤
莫
高
窟

の
藻
井

や
頭
光
、
墓
誌
装
飾
や
金
銀

器
、
壇
な
ど
に
多
く

　
　

へ

あ
る
。
早

い
時
期

の
例

に
は
敦
煙
莫
高
窟

の
階
代

の
装
飾
文
様

(挿
図

3

-
1
)
や
初
唐
早

期
と
考
え
ら
れ
る
藻
井
文
様

(挿
図

3

-
2

・
3
)
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
や
や
幅
広

の
対
葉

形

の
花
弁
を
も

つ
四
弁
花
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
花
弁
は
単
色

で
輩
綱
彩
色
は

16(642)銘,2.同338窟 西壁 初唐,3.同334窟 辺飾 初唐,D

5窟 北壁 電供2(686),6.同340窟 辺飾 初唐,

碗8c前 半,8.大 明宮麟徳殿 出L方 博断片,9.李 勧 墓墓誌 総 章2

11.独 孤 思貞墓墓誌 神功兀(697),12.石 塔婆 五尊仏(ボ ス トン美律

,14.同 石門,15.酪 徳太f墓 壁画 神龍2,16.賀 蘭都督墓墓誌 景龍

1,18.蘇 氏墓誌 景雲 元(710),19.興 福 、¥断碑 開元9(721)以 後,

2(724),21.楊 執 一墓石門 開n:15(727)

敦煙 莫高窟 第220窟 北麹

同334窟 光背 初唐,5.

何家村窪蔵lllL葡 萄 龍

E大 禮墓 墓誌 成亨兀

永 泰公iモ墓石榔 神龍2

趙府 君墓墓誌 武周(6f

阿史那砒伽特勤 墓墓誌

挿 図1
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鷲

1

4

6

8

11.

15.

18.

姥

蘇氏墓墓誌 貞観8(634),尉 遅敬徳墓 墓誌蓋 顯慶4(659),3.同 州聖教序碑 龍朔2(663),

王大禮墓墓誌 成亨元,5.李 動墓墓誌 総章2(669),

浬川大雲寺出f"舎 利容器(石 函)延 載元(694)以 前,7.同(銀 容器),

永泰公主墓石榔 神龍2(706),9.gc,徳 太子墓石榔 神龍2,10.敦 燈 莫高窟387窟 窟頂周縁 初唐,

同322窟 窟頂 初唐,12.同209窟 窟頂 初唐,13.同329窟 初唐,14.同341窟 北壁弥勒浄L変 相 初唐,

銀鍍金花鳥唐草文八曲杯(白 鶴美術館),16.蛤 形銀盒(大 阪市 立美術館),17.章 洞墓石榔 景龍2(708),

何家村r蔵 出土銀製唐草文銀薫炉,19.伝 宝慶寺 ・面観音菩薩立像(ブ リア美術館)8c前 半

挿図2

0

鞭 気
000

鶴

鰻

敦煤 莫高窟第401窟 西壁 階,2.同375窟 窟頂 初唐,3.同373窟 窟頂 初唐,4.同211窟 窟頂 初庸,5.同205窟 窟頂 初唐,6.同321窟 窟頂 初庸,

7.同331窟 窟頂 初唐,8.同335窟 窟頂 垂操2(686)銘,9.同323窟 窟頂 載初(690)頃,10.同334窟 窟頂 初唐,ll.同340窟 窟頂 初唐,

12.同216窟 窟頂 初唐,13.同372窟 窟頂 初唐,14.同217窟 窟頂 初唐,15.同341窟 頂 初唐,16.同334窟 西壁寵頭光 初唐,17。 同103窟 窟頂 盛唐

挿図3

一63一



と高窟 第217窟 窟 頂 神龍 年問(705-7),2.同444窟 西壁 盛唐

窟窟 頂 万歳3(697)銘,4.同328窟 西寵仏坐像光背 盛唐,

窟窟 頂 盛唐,6.同166窟 窟頂 盛唐,7.同217窟 西寵頭光

窟 西寵頭 光2,9.同217窟 北 壁,

頴西壁寵菩薩像頭 光 盛唐,11.同31窟 窟頂 盛唐,

窟窟 頂 盛唐,13.敦 煤 莫高窟319窟 頂 盛唐灘
挿図4

挿図5

 

施
さ
れ
て

い
な

い
。

そ
の
後
、
幾
重
に
も
花
弁
を
重
ね
、
量
綱
彩
色

で
彩
ら
れ
た
多
弁

の
団

花
文
が
あ
ら
わ
れ
、
頭
光
や
墓
誌

の
周
縁
装
飾
と
し
て
団
花
文
を
半
戴
し
た
覗
花
文
も
多
く

使
わ
れ
る
よ
う

に
な

る
。
八
世
紀
初
頭

の
作
品

に
複
雑
で
華
麗
な
花
文
が
多
く
、
八
世
紀
半

ば
以
降
に
は
あ
ま
り

み
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
対
葉
形
を
花
弁
に
用

い
た
団
花
文
は
中

国
で
は
七
世
紀
前
半

に
出
現
、
七
世
紀
半
ば
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
流
行
し
、
以
後
は

衰
退
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

m

つ
な
ぎ
文

(挿
図
7
)

つ
な
ぎ
文
は
対
葉
形
を
横
に
連
続
さ
せ
た
も

の
で
、
敦
煙
莫
高
窟

の
壁
画
の
仏
像
の
光
背

部
分
や
金
銀
器
の
装
飾
に
例
が
あ
る
。
光
背
の
装
飾
以
外
で
は
内
部
に
鳥
獣
を
あ
ら
わ
す
こ

と
が
多

い
。
敦
煤
莫
高
窟

で
は
初
唐
か
ら
五
代
に
至
る
ま
で
の
作
例
が
確
認
で
き
、
金
銀
器

で
は
八
世
紀
前
半
に
作
例
が
集
中
し
す

る
。
団
花
文

の
花
弁

に
は

つ
な
ぎ
文
と
よ
く
似
た
表
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郭麗石棺 成 亨元(670),2.永 泰公 セ墓石榔 神龍2(706)

3.H.C.徳 太f墓 壁画 神龍2(706),4.章 洞墓墓 誌 景龍2(708),

5.楊 執 ・墓墓誌 開元15(727),6.1馬 君衡墓墓誌蓋 開元1(730),

7.嚇 愚建墓墓誌 天寳3(744),8.史 思 橿墓誌 天寳3(744),

9.張 去逸墓墓誌 天寳6(747),10.高 元珪 墓石棺 天寳15(756),

11.西 安市西北政法学院34号 唐墓出i:天 丑三桶 盛轡,

12.西 安市韓森塞1'街 出上蔓草花鳥紋八稜銀杯 初庸,

13.龍 門石窟揺鼓台洞大日如来腎釧,

14.紅 陶墨画宝相華文讐壺(天 理参考館)盛 唐,

15.双 鴛文円形銀盒(米 ・インデ ィアナポ リス美術館),

16.宝 相華文花弁形銀盒(白 鶴美術館),

17.何 家村?b蔵 出L鍍 金讐雁紋銀盒,

18.宝 相文花弁形銀盒(白 鶴美術館)

19.李 景由墓出i二宝相花紋花弁形銀盒 開元26(738)以 前,

20.一{兆 村庸墓出L忍 冬花結銀薫球,

21.宝 相花文葵花形銀盤(ス ウェーデ ン ・東ア ジア博物館),

22.何 家村轡蔵出L鍍 金柘榴花紋銀盒,23。 同鍍金飛獅紋銀盒

挿 図6

嚇
1.敦 煤莫高窟第341窟 西壁仏坐像光背 初唐,2.同321窟 南壁法 華経 変図(仏 坐像 光背)初 唐,3.同217窟 西禽 光背 神龍年間(705-7),

4.同444窟 西盒仏坐像 光背 盛唐,5.同328窟 南壁釈迦霊鷲111説法図(菩 薩像光背)盛 唐6.同180窟 西詫仏坐像 光背 天寳7(748),

7.同192窟 南壁仏坐像 光背 中唐,8.同100窟 窟 頂/i代,9.韓 森ifiヒ 鶯鳥紋菱花形銀盤,10.何 家村窪 蔵出L独 角獣 文円形銀盒,

ll.同 鍍金鹿鳳紋銀盒,12.同 鍍金鴛驚紋銀盒,13.ア スターナ出1一赤地花鳥文印花絹,14.迦 陵頻伽 文八花鏡(fl二島 美術館),

15.金 銀1一脱花枝禽獣文八花鏡(白 鶴美術館),16.慶ll侍 塔堆出L三 彩盤 開元29(741),17.鍍 金銀 貼四禽唐 草文八稜鏡(天 理 参考館)

挿図7
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現
の
も

の
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

推
測
さ
れ
る
。

両
者
は
相
互
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
発
展
し
た
こ
と
が

W

独
立
文

(挿
図

8

-
1
～
9
)

一
つ
の
対
葉
形

で

一
つ
の
文
様
単
位
と
な
る
独
立
文
は
、
敦
煙
莫
高

窟
壁
画

の
頭
光
部
分

の
装
飾
や
装
身
具
な
ど

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
八
世
紀
以
後

の
作
例

に
用

い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
頭
光
部
分

の
装
飾
は
先
行
す
る

つ
な
ぎ
文
か
ら
発
展
し
た
も

の
で
あ
り
、
装
身

具
な
ど
に
は
唐
草

の
巾

の
対
葉
花
文
か
ら
派
生
し
た
も

の
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

V

蓮

弁

装

飾

(挿

図

8

-
10

～

22

)
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挿図8

蓮
弁
装
飾

の
例
と

し
て
は
、
内
部

に
鳥

や
草
花
な
ど

の
文
様
を
あ
ら
わ
し

て
文
様
区
画
と

し
て
の
機
能
を
も

つ
も
の

(挿
図
8

-
10
～

13
)
と
、
仏
像

の
台
座
蓮
弁

の
よ
う
な
列
弁
文

(挿
図

8

-
14
～
22
)
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
頃

の
金

銀
器

に
よ
く
み
ら
れ

る
も

の
で
、
後
者
は
八
世
紀

の
陶
磁
器
や
九
世
紀
以
降

の
金
銀
器
に
例

が
あ

る
。

中
国

の
対
葉
花
文

中
国

の
作
例
で
は
、
対
葉
形
を
使

っ
た
初
期
的
な
文
様
は
七
世
紀
前
半

の
唐
草
文
と
団
花

文

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
形
が
整

い
、
ほ
ぼ
定
型
化
さ

れ
た
対
葉
花
文
が
唐

草
文
の
中
や
団
花
文
に
数
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ
な
ぎ
文
、

文
様
区
画
と
し
て
の
蓮
弁
形
が
あ
ら
わ
れ
る
。
八
世
紀

に
入
る
と
独
立
文
や
列
弁
文
の
装
飾

に
も
対
葉
形
が
多
く

用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

一
方
で
、
庸
草
文
や
団
花
文

の
中
に
は
簡
略

化
さ
れ
た
り
、
粗
略

な
表
現
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
対
葉
花
文
と
し
て
の
作
例
は

唐
草
文
、
団
花
文
と

も
に
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
集
中
し
て
お
り
、
七
世
紀
末
か

ら
八
世
紀
初

め
に
繊

細
か

つ
華
麗
な
作
品
が
多

い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
国
で
は
七
世
紀

前
半
に
初
期
的
な
対

葉
花
文
が
出
現
し
、
七
世
紀
後
半
に
完
成
、
そ
の
後
七
世
紀
末
か
ら
八

世
紀
初
頭
を
ピ
ー
ク
と
し
て
八
世
紀
前
半

に
か
け

て
流
行
し
た
も

の
で
、

つ
な
ぎ
文

や
独
立

文
、
蓮
弁
装
飾

へ
と

応
用
さ
れ
な
が
ら
、
や
が
て
衰
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(二
)

日
本

の
作

例

-

唐
草

の
中

に
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の

日
本
で
は
唐
草

の
中

に
あ
ら
わ
さ
れ
た
対
葉
形

の
例
は
、
八
世
紀
初
め
か
ら
中
頃
に
み
ら

れ
、
中
国
の
作
例
と

同
様
に
花
や
苞

の
よ
う

な
植
物

の

一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も

の

(A

タ
イ
プ
)

(挿
図

9
)
と
、
庸
草

の
起
点
や
連
結
部
に
配
置
さ
れ
、
文
様
と
し

て
の
ま
と
ま

り
を

つ
け
た
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
に
使
用
す

る
も

の

(
B
タ
イ
プ
)

(挿
図

10
)
に
分
け
る
こ

・・
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挿図9

と
が
で
き
る
。
し
か
し
A

・
B
タ
イ
プ
は
ほ
ぼ
同
時
期

に
あ
ら
わ
れ
、
中
国
の
例
に
み
ら
れ

た
よ
う
な
時
間
差

は
な

い
。
ま
た
個
々
の
作
例
を
注
意
深
く

み
て

い
く
と
、
中
国
の
作
例
に

直
接
的
に
つ
な
が
る
も
の
と
、
そ

の
変
形
あ
る

い
は
発
展
形
と

い
え
る
も

の
が
あ
る
。
前
者

は
初
唐
様
式
を
強
く

反
映
し
て
お
り
、
後
者
に
は
対
葉
花
文
の
周
囲
に
さ
ら
に
花
弁
が

つ
き
、

対
葉
形
が
小
型
化
し
た
も

の
や
、
左
右
対
称
性
を
く
ず
し
た
り
、
立
体
的
に
描
こ
う
と
し
た

も

の
が
含
ま
れ
る
。

や
や
繁
雑
に
な
る
が
こ
こ
で
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
薬
師
寺
本
尊
台
座
内

よ
り
発
見
さ
れ

た
銅
板

の
文
様

(
挿
図

9

-
1
)
は
、
七
世
紀
後
半

の
王
大
禮
墓
墓
誌

(挿
図

1

-
10

・

2

-
4
)
や
李
動
墓

墓
誌

(挿
図

2

-
5
)
、
川
大
雲
寺
出
土
石
函

(挿
図

2

-
6
)

の
文

様

に
対
応
す
る
も

の
で
あ
り
、
法
隆
寺

の
伝
橘
夫
人
念
持
仏
厨
子
の
台
座
枢

(挿
図
10

-
2
)

と
同
様
に
対
葉
形
を
唐
草

の
括
り
と
し
て
用

い
る
例
は
、
龍
朔
三
年

(六
六
三
)
の
同
州
聖

教
序
碑

(挿
図
2

-
3
)
や
神
龍

二
年

(七
〇
六
)

の
酪
徳
太
子
墓

(挿
図
2

-
9
)
の
装

飾
文
様

に
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
東
大
寺
法
華
堂
増
長
天
像

の
吹
返
し
部
分

(挿
図

9

-
6
)
と
ほ
ぼ
同
じ
花
形
が
、
景
龍
二
年

(七
〇
八
)
の
章
洞
墓
誌

(挿
図
2

-
17
)
に

あ
り
、
同
法
華
堂
不
空
絹
索
観
音
像
宝
冠
飾
金
具

(挿
図

10

-
9
)
、
正
倉
院
の
金
銀
釦
装

唐
大
刀

(挿
図
10

-
7
)
や
御
冠
残
欠

(挿
図
10

-
11
)
の
文
様
は
、
白
鶴
美
術
館

の
銀
鍍

金
花
鳥
唐
草
文
八
曲
杯

(挿
図

2

-
15
)

の
そ
れ
に
近
く
、
初
唐
様
式
を
引
き
継
ぐ
も

の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
正
倉
院
の
黄
金
荘
大
刀
第

一
号
の
文
様

(挿
図
10

-
8
)
は
、
大

明
宮
麟
徳
殿
出
土
の
壇

(挿
図

1

-
8
)
や
何
家
村
窓
蔵
出
土

の
銀
盒

(挿
図
7

-
11
)
の

も

の
に
近
く
、
初
唐

風
と

い
え

る
。
唐
製
と
さ
れ
る
正
倉
院

の
銀
壺
に
描

か
れ
た
唐
草
文

(挿
図

9

-
4
)
は
、
敦
煙
莫
高
窟
第
三
三
八
窟

(挿
図
1

-
2
)
、
三
三
四
窟

(挿
図
1

-

3
)
な
ど

の
初
唐
窟

の
も

の
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
銀
壺

の
文
様
に
近

い
正
倉
院

の
八
角

鏡
漆
背
金
銀
平
脱
第

一
二
号

の
文
様

(挿
図
9

-
2
)
も
初
唐
様
式
に
含
ま
れ
る
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
東
大
寺
法
華
堂
広
目
天
像
の
右
上
臆

(挿
図

9

-
7
)
や
同
不

空
絹
索
観
音
像

の
宝

冠
理
狢

(挿
図

9

-
11
)
、
法
隆
寺
伝
法
堂
西
の
間
中
尊
付
属
と
考
え

一67一
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挿図10

ら
れ
る
光
背

(挿
図

10

-
14
)

の
文
様

で
は
対
葉
形

の
先
端

に
花
弁

の
よ
う
な
飾
り
が

つ
い

て
い
る
。
こ
れ
と
同

様

の
表
現
は
神
龍

二
年

(七
〇
六
)

の
永
泰
公
主
墓

(挿
図

1

-
14
)

や
前
掲
の
章
洞
墓

に
あ
り
、
こ
れ
ら
も
初
唐
様
式

の
影
響
を
受
け
た
も
の
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
正
倉
院

の
葛
形
裁
文

(挿
図
9

-
13
)
や
密
陀
絵
皮
箱

(挿
図

9

-
15
)
、

東
大
寺

の
宝
相
華

(挿
図

9

-
16
)
で
は
、
対
葉
形
の
上
や
下
に
さ
ら
に
花
弁
が

つ
き
、
対

葉
形
は
小
さ
く
描
か

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
の
花
文
は
、
今
回
調
べ
た
中
国
の
作
例

の
中
に
は
み
あ
た
ら

な

い
。
ま
た
東
大
寺
法
華
堂
増
長
天
の
下
甲

(挿
図
9

-
5
)

で
は
花

文

の
内
部
に
小
さ
な
花
弁
を
重
ね
て
い
る
。
中
国

の
作
例
で
は
通
常
、
栓
形
や
切
込
み
の
あ

る
花
弁
形

]
つ
を
あ

ら
わ
す
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
特
殊
な
例
と

い

え
る
。
さ
ら
に
こ
の
花
文
は
、
同
じ
く
法
華
堂

の
広
目
天
の
右
上
脾

(挿
図
9

-
7
)
の
文

様
と
と
も

に
、
花
弁

が
手
前

に
反
る
よ
う

に
も
描
か
れ
て
お
り
、
中
国
の
作
例
に
は
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な

い
立
体
的
な
表
現
が
な
さ
れ
た
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
正
倉
院

の

楓
蘇
芳
染
螺
釦
槽
琵
琶
第

一
号

(挿
図
9

-
17
)
に
は
対
葉
部
分
の
左
右
対
称
性
を
く
ず
し

た
表
現
を
み
る
こ
と

が
で
き

る
。
中
国
の
対
葉
形
は
厳
格
な
左
右
対
称
性
を
も

っ
て
あ
ら
わ

さ
れ
る
の
が
通
常

で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
も
ま
た
中
国
の
作
例
と
比
較
し
た
と
き
、
異
質
な

表
現
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
宝
相
華
枝
蔓
八
花
鏡

(唐
鏡
大
観
八
九
)

や
螺
錨
鴛
鳶
宝

相
華
文
八
花
鏡

(白

鶴
美
術
館
)
な
ど
八
世
紀
半
ば
以
降
と
考
え
ら
れ
る
鏡

に
は
、
は

っ
き

り
と
し
た
対
葉
形
は
な

い
も

の
の
、
琵
琶
の
文
様
に
近

い
花
文

(挿
図

15

-
1

・
2
)
が
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
掲

の
正
倉
院

の
葛
形
裁
文
に
も
み
ら
れ
る
花
文

の
周
囲
に
放
射

状
に
葉
を
配
置
す
る
表
現
は
、
や
は
り
対
葉
形
は
描
か
れ
て
は

い
な

い
が
、
盛
唐
期
の
敦
煤

莫
高
窟
第
六
六
窟
や
七
九
窟

の
文
様

(挿
図
15

-
3

・
4
)
に
あ
る
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
は

盛
唐
か
ら
中
唐
期

の
文
様
表
現
を
と
り
入
れ
た
も

の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

H

団
花
文

(挿

図

11

・
12
)

団
花
文
も
唐
草

の
例
と
同
様

に
日
本

で
は
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
に
作
例
が
多

い
。
そ
の

・i
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北倉14緑 牙擾鍵尺(乙)天'F勝 宝8以 前,8.1・fl北 倉13紅 牙搬鎮尺(乙)天'F勝 宝8以 前,9.同 南倉185天 蓋形裁文断

南倉14緑 地錦半腎残欠 第4号,11.東 大 ぶ赤地唐花 文錦,12.i倉 院南 倉148赤 地唐 花文錦,13.同 南倉179赤 地唐 花文

南倉134爽 纈羅半皆第7号,15.同 中倉202幡 乖端飾 天平勝宝9(757),16.法 隆 芋献納宝物N38葡 萄唐 草文錦褥 天'r勝
N39葡 萄唐草 文錦褥,18.IE倉 院南倉150葡 萄唐 草文白綾 神灘}繧2(768),19.東 大芋銀製鍍金蝉 形錬f天'r勝 宝4

南倉701'=稜 鏡第6号,21.同4佐 波理蓋第2写,22.法 華ぎ弥陀浄 一L院f;L金 銅製 垂木先金具 天'r宝 字5(761)エ ユ臼

挿図11

後

一
時
衰
退
す
る
が

、
十
二
世
紀

に
平
等
院
鳳
鳳
堂

の
堂
内
装
飾
と
し
て
使
用
さ
れ
た
例
が

あ
る
。
中
国

の
作
例
と
比
較
す
る
と
、
団
花
文

の
中

に
も
初
庸
か
ら
盛
唐
期
の
中
国
様
式

の

影
響
を
強
く
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
と
、
そ

の
発
展
形
あ
る

い
は
変
形
と

い
え
る
も

の

が
あ
る
。

具
体
的

に
は
、
高
松
塚
古
墳
出
土

の
透
彫
棺
金
具

(挿
図

11

-
1
)
は
C
字
形
を
組
み
合

わ
せ
た
団
花
文

で
あ

る
が
、
同
様

の
C
字
形
を
使
用
し
た
花
文
は
、
敦
煙

莫
高
窟
第
三
二

〇

・
一
六
六

・
一
一
一
七
窟

(挿
図
4

-
5

・

6

・
9
)
を
は
じ
め
と
す
る
初
唐
か
ら
盛
唐

初
期

の
作
例

に
み
る

こ
と
が
で
き
、
花
弁

の
形
は
七
世
紀
後
半

の
大
明
宮
麟
徳
殿
出
土
壇

◎

1

9
臼

B鋸 灘

.!

r

響・

、 餓

-
、
蝿

,

餐

婚)

「
G
q
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4
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無

π
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灘

ー

-

)左 膝頭,2.同 左 ヒ搏,3.東 大、、・法 嘩堂増 長天像 右膝頭,4同 広ll天 像 左膝頭
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(挿
図
5

-
8
)
に
近

い
。
正
倉
院

の
銀
平
脱
八
角
鏡
箱
第

一
号

の
文

様

(挿
図
11

-
2
)

は
何
家
村
出
土
の
鍍
金
柘
榴
花
文
銀
盒
と
同
系
統

の
文
様

に
属
す
る
も

の
だ
が
、
銀
盒
よ
り

も

一
層
複
雑
で
対
葉
形
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
は
初
唐
様
式

に
含
ま
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
唐
草
文

の
項
で
も
と
り
あ
げ
た
対
葉
形

の
先

に
飾

り
を

つ
け
る
表
現
が

東
大
寺
法
華
堂
金
剛
力
十
像

(阿
形
)
の
左
膝

(挿
図
12

-
1
)
や
法
隆
寺
伝
法
堂

の
天
蓋
、

同
中

の
問
の
阿
弥
陀
如
来
像
台
座

(挿
図
12

-
7

・
9
)
に
あ
る
。
こ

れ
ら
は
す
で
に
述
べ

た
と
お
り
初
唐
期

の
文
様

の
特
徴
を
反
映
、
発
展
さ
せ
た
も

の
で
、
中
国

の
団
花
文

で
は
敦

煙
莫
高
窟
第

一
二

七
窟

(挿
図
4

-
1
)

や
何
家
村
窓
蔵
出
土
の
銀
器

(挿
図
6

-
17

・
22
)

に
同
様

の
表
現
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う

に
初
唐
風

の
文
様

が
散
見
さ
れ
る

一
方

で
、
正
倉
院

や
東
大
寺

に
伝
わ
る
錦

の
中
に
は
、
盛
唐
期
の
敦
煙
莫
高

窟
第
三
二
八
窟

(挿

図

5

-
1
)

や

一
〇
三
窟

(挿
図

5

-
4
)

の
花
文
と
ほ
ぼ
同
じ
形

の
文
様
を
あ
ら
わ
す
も

の

(挿
図
11

-
9
～

12
)
が
あ
り
、
当
時
、
盛
庸
様
式

の
花
文
も
並
行

し
て
広
く
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
錦
と
同
じ
よ
う
な
構
成

の
文
様

で
対
葉
形
が
小
型
化
し

た
も

の
も
あ
り

(挿
図
11

-
13
)
、
こ
れ
は
盛
唐
風

の
文
様

の
さ
ら
な

る
発
展
形
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
栄
山
寺
八
角
堂

の
天
井
画

(挿
図

12

-
8
)
と
ほ

ぼ
同
形

の
構
成
要
素

を
も

つ
唐
花
文
が
敦
煙
莫
高
窟
第

一
二
〇
窟

(挿
図
15

-
5
)
に
あ
り

、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄

土
院
出
土

の
垂
木
先
金
具

(挿
図

11

-
22
)

の
花
弁

の
形
は
、
三
兆
村
唐
墓
出
十

の
銀
薫
球

(挿
図
6

-
20
)
の
そ
れ
と
近

い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
も
ま
た
盛
唐
様
式
を
受
け
た
も

の
と

い
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
強

い
中
国
風
を
示
す
作
例
に
対
し
、
中
国
様
式

の
変
形
、
発
展
形
と
考
え

ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
唐
草
文
と
同
様
、
対
葉
形

の
内
部
に
小
弁
を
重

ね
る
表
現
を
、
正
倉

院
の
最
勝
王
経
秩

(天
平
十
四
年
銘
)

(挿
図

11

-
3
)
や
錦

の
文
様

(挿
図
11

-
9
～
12

・

12

-
1

・
3
)
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
葉
形

の
左
右
対
称
性
を
く

ず
し
た
表
現
も
東
大

寺

の
銀
製
鍍
金
蝉
形
錬
子

(挿
図

11

-
19
)

に
あ

る
。
錬
子

の
文
様
は
自
然
に
近

い
葉
形
を

組
み
合
わ
せ
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
具
象
的
な
文
様
は
東
大
寺
法
華
堂
広
目
天
像

執金剛神像 胸 甲

il倉 院中倉2021

尊院弥勒仏坐像

3ti71,13.'}'sa,11

東人'

「多 卜}

光背,
'1褥

2卜 総lk1分 、～出 量瓦

東大 も法 華章金剛ノJ】

8.唐 招提 占T7観 盲

}講堂 薬師 尊像ノ1脇1

jll悼 イ・ノド絹索観 音像)

埆 鏡宇

絵箱第

の間ll

光背,

、背,IE

挿 図13

 

の
左
膝
頭

(挿
図
12

-
4
)
に
も
用

い
ら
れ
て

い
る
。
天
理
参
考
館

の
鍍
金
銀
貼
唐
草
八
稜

鏡

(挿
図

7

-
17
)

に
は
、
左
右
対
称
性
を
維
持
し

つ
つ
も
自
然
に
近

い
形
の
葉
を
向
き
合

わ
せ
て
対
葉
形
を
作

る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
盛
庸
期

の
文
様
表
現
を
受
け
た
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う

。

ま
た
、
平
等
院
鳳

風
堂

の
天
井
格
間
や
柱
絵
に
奈
良
時
代
以
降
、

一
時
途
絶
え
て
い
た
対

葉
花
文
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
対
葉
部
分
を
小
さ
く
あ
ら
わ
す
点

や
、
花
弁

の
重
ね
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方
が
東
大
寺
法
華
堂
諸
像
の
文
様
に
近

い
こ
と
か
ら
、

良
朝
文
様
の
復
古
的
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ら

　

す

で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う

に
奈

癒

塩

蘇擁
)

大寺法華堂天蓋光心鏡,2.[E倉 院中倉12馬 鞍第2号 轡金貝 天平勝宝4(752),3.同 第2n7」杏 葉,4.同 第3号 轡,5.同1幸

中倉195鈴 鐸類第15号,7.東 大寺廉遮那仏坐像台座蓮弁,8.平 城宮出L瓦,9.法 隆 き光背(伝 法堂 束の間中尊付属),

招提 き千手観 音菩薩像光背,11.法 隆寺講堂薬師如来一三尊像尊光背,12.興 福 芋南円堂不空絹索H像 光背,13.清 涼寺釈迦如 来'

大寺釈迦如来像光背 建 長元(1249),15.薬 師 寺聖観 音立像台座,16.東 大寺法華堂 天蓋,17.法 隆寺講堂薬師如 来{尊 像中尊

等院鳳鳳堂阿弥陀如来坐像光背 天 喜元,19.仁 和寺薬 師如来座像台座蓮 弁 康和5(llO3),20.法 金剛院阿弥陀如来坐像台座蓮

山寺阿弥陀如来像光背 天承 元(1131),22.安 楽寿院阿弥陀如来坐像台座蓮弁 保延3(1139),23.隆 寺釈迦如来像台座蓮弁,

乗寺樹菩薩坐像台座蓮弁,25.東 大寺倶舎曼祭羅図,26.神 護寺釈迦如 来像台座 蓮弁

挿図14

m

つ
な
ぎ
文

(挿
図
13
)

つ
な
ぎ
文
は
八
世
紀
前
半
か
ら
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
で
は
仏
像
の
着
衣

や
工

芸
品
の
装
飾
文
様
と
し
て
も
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
仏
像

の
光
背
部
分
に
遺
例
が
多

い
。
仏

像
光
背
の
装
飾
と
し

て
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
作
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

つ
な
ぎ
文
は
光
背

の

意
匠
と
し

て
定
着
し

て
長
く
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

中
国
の
作
例
と
対

照
す
る
と
、
正
倉
院

の
銀
平
脱
八
角
鏡
箱
第

一
号
の
文
様

(挿
図
13

-

1
)
は
、
団
花
文

の
項
で
述

べ
た
と
お
り
初
唐
風
の
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
正
倉
院

の
緑
地

彩
絵
箱
第
三

一
号

の
文
様

(挿
図
13

-
4
)

の
C
字
形
の
使
用
も
、
す
で
に
み
た
よ
う

に
初

唐
終
わ
り
頃
か
ら
盛

唐
初
め
の
特
徴
を
受
け
た
も
の
と

い
え
る
。
挿
図
13

-
5
と
し

て
あ
げ

た
東
大
寺
法
華
堂
金

剛
力
士
像

(阿
形
)

の
下
甲
の
文
様
は
対
葉
形
が
魚
鱗
風
に
重
な
る
珍

　
　

　

　
　

　

し

い
も
の
で
あ

る
が
、
盛
唐
期
の
敦
焼
莫
高
窟
第
七
四
窟

や
四
四
四
窟
な
ど
の
光
背
に
蓮
弁

を
同
様
に
重
ね
る
例
が
あ
り
、
下
甲
は
こ
う
し
た
文
様
を
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
も

の
と
理
解

で

き
よ
う
。

W

独
立
文

(挿
図

14

-
1
～
14
)

独
立
文
も

つ
な
ぎ
文
と
同
様
、
八
世
紀
前
半
か
ら
作
例
が
あ
り
、
そ

の
後
も
継
続
し
て
使

用
さ
れ
て

い
る
。
飾
り
金
具
な
ど
に
単
体

で
用
い
る
も

の

(挿
図

14

-
1
～

8
)
と
、
仏
像挿図15
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光
背
文
様

(挿
図
14

-
9
～

14
)

の
よ
う
に

つ
な
ぎ
文
を
分
断
し
た
と

考
え
ら
れ
る
も
の
と

が
あ
り
、
光
背
意
匠
と
し
て
つ
な
ぎ
文
と
同
様
、
長
く
用

い
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

単
体
で
使
用
さ
れ
る
も

の
の
う
ち
、
東
大
寺
法
華
堂
天
蓋
光
心
鏡
の
文
様

(挿
図
14

-
1
)

は
亀
紐
飛
天
十

二
支
文
鏡

(唐
鏡
大
観
六
六
)

(挿
図

8

-
2
)
と
同

文
で
、
天
平
勝
宝
四

年

の
銘
を
も

つ
馬
鞍
第

二
号

の
杏

葉

(挿
図

14

-
2
)
は
、
永
泰
公

主
墓
出
土

の
飾
金

具

(挿
図
15

-
6
)
の
中
に
ほ
ぼ
同
じ
形

の
も

の
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。

V

蓮
弁
装
飾

(挿
図

14

-
15
～
26
)

対
葉
形
を
蓮
弁
装
飾
に
用

い
た
例
は
東
大
寺
法
華
堂
天
蓋
な
ど
八
世
紀

の
作
品

に
い
く

つ

か
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
以
後
衰
退
し
、
十

一
世
紀
か
ら
十

二
世
紀

に
か
け
て
再
び
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
奈
良
時
代

の
作
例
や
中
国

の
列
弁
文

の
例

で
は
対
葉
形
そ
の
も

の
が
意

匠

の
中
心
と
な

っ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
後
期

の
作
例
で
は
意
匠

の
中

心
は
花
弁
内
部

の
花

形

に
あ
り
、
対
葉
形
は
周
縁

の
装
飾
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
両
者

を

つ
な
ぐ
平
安
時
代

前
期

の
作
例
は
み
あ
た
ら
ず
、
ま
た
華
や
か
な
装
飾
蓮
弁

の
現
存
す
る
最
も
早

い
例
は
平
等

院
鳳
風
堂

の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像

の
台
座
蓮
弁

(挿
図
14

-
18
)
で
あ

り
、
以
降
作
例
が
多

く
な
る
。
団
花
文
の
項
で
も
述
べ
よ
う
に
、
平
等
院
鳳
風
堂
の
堂
内
装
飾

に
は
奈
良
時
代

の

文
様
を
彷
彿
と
さ
せ
る
文
様
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し

た
平
安
時
代
後
期
に

盛
行
し
た
蓮
弁
装
飾
は
、
奈
良
朝
文
様
に
触
発
さ
れ

て
日
本
で
新
た
に
作
り
出
さ
れ
た
も

の

と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
対
葉
花
文

日
本
で
は
正
倉
院
の
国
家
珍
宝
帳
記
載
の
品
や
東
大
寺
大
仏
開
眼
会
関
係
品
を
は
じ
め
と

す
る
八
世
紀
初
頭
か
ら
八
世
紀
半
ば
頃
ま
で
の
作
品
に
対
葉
花
文
や
対
葉
形
を
用
い
た
文
様

が
多
く
あ
る
。
唐
草
文

・
団
花
文
の
例
は
奈
良
時
代
以
降
は
衰
退
す
る
が
、
つ
な
ぎ
文

・
独

立
文
は
仏
像
光
背
の
装
飾
と
し
て
以
後
も
継
続
し
て
用
い
ら
れ
、
伝
統
的
意
匠
と
し
て
定
着

し
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
蓮
弁
装

飾
は
平
安
時
代
後
期

に
再
び
作
例

が
多
く
な
る
が
、
こ
れ
は
奈
良
朝

様
式
に
学
ん
だ
復
古

的
文
様
と
考

え
ら
れ
る
。

中
国
の
作
例
と
比

較
す
る
と
、

日
本
の
作
例
に
は
、
①
初
唐
様
式

を
受
け
た
も

の
、
②
盛
唐
様
式
を

受
け
た
も
の
と
、
③
①
②

の
発
展

形
、
変
形
と
呼

べ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
並
行

し
て
用

い
ら

れ

て
お
り
、
中
国

の
作
例
に
倣

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
の
中
で
は
、

最
も
華
や
か
な
文
様

が
多
く
生
み

出
さ
れ
た
七
世
紀
末

か
ら
八
世
紀

初
め
頃

の
様
式
を
反
映
し
た
も
の

が
多

い
。
ま
た
中
国
様
式
の
発
展

形
、
変
形
と
呼

べ
る
も

の
の
中
に

は
、
対
葉
花
文
が
衰
退
し
た
盛
唐

期
以
降

の
文
様
表
現
と
対
葉
形
を

組
み
合
わ
せ
た
例
も
あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
日
本

で
は
、
対
葉
花

文
は
八
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
に
か

け
て
流
行
し
た
文
様

で
あ
り
、
完

成
度
が
高

い
初
庸
風

の
文
様
を
意

■
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表1:対 葉花文および関連文様の流行時期
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識
的
に
選
択
し
、

ろ
う
。

三

結
適
宜

ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
使
用
し
て

い
た
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
だ

び

以
上
、
中
国
と
日
本

の
作
例
を
分
類
し
、
比
較
検
討
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
な

こ
と
が
明

ら
か
と
な

っ
た

(表

1

・
2
参
照
)
。

①

中
国

で
は
対
葉
花
文
は
七
世
紀
前
半
に
出
現
し
、
七
世
紀
末
か
ら

八
世
紀
初
頭
頃
を
頂

点
と
し
て
、
七
世
紀
後
半

か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け

て
流
行
し
た
文
様

で
あ
る
。

②

中
国

で
は
対
葉
花
文
に
続

い
て
対
葉
形
を
用

い
た

つ
な
ぎ
文
、
独

立
文
、
蓮
弁
装
飾
が

あ
ら
わ
れ
る
。

つ
な
ぎ
文
は
八
世
紀
前
半
、
独
立
文
は
八
世
紀
後
半
を

中
心

に
流
行
し
、
蓮

弁
装
飾
で
は
文
様
区
画
と
し
て
の
蓮
弁
形
が
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

前
半

に
か
け
て
、
列

弁
文

の
装
飾
と
し

て
は
九
世
紀
頃
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
。

③

日
本

で
は
対
葉
花
文
は
八
世
紀
初
頭
に
伝
来
し
、
以
後
、
八
世
紀

中
葉

に
か
け

て
流
行

し
た
。

④

日
本
で
は
対
葉
花
文
に
や
や
遅
れ
て
対
葉
形
を
用

い
た

つ
な
ぎ
文
、
独
立
文
、
蓮
弁
装

飾
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

つ
な
ぎ
文
、
独
立
文
は
仏
像

の
光
背
意
匠
と
し
て
定
着
し
、

長
く
使
用
さ
れ
る
。
蓮
弁
装
飾
は
九
世
紀
以
降

一
時
的
に
と
だ
え
、
十

一
世
紀
か
ら
十
二
世

紀
に
再
び
多
く
な
る
が
、
こ
れ
は
当
時

の
中
国
か
ら
の
直
接
的
影
響
と

い
う
よ
り
も
、
奈
良

朝
文
様

に
由
来
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤

日
本

の
作
例
に
は
初
唐
お
よ
び
盛
唐
の
様
式
を
受
け
た
も

の
と
、

そ
の
発
展
形
、
変
形

と
よ
べ
る
も

の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
並
行
し
て
使
用
さ
れ
る
。

⑥

日
本

の
作
例
で
中
国

の
様
式
に
倣

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
の
中

に
は
、
初
唐
様
式
を

踏
襲
し
た
例
が
多
く
、
日
本
で
は
最
も
完
成
度
が
高

い
中
国
の
七
世
紀
末

か
ら
八
世
紀
初
め

の
様
式
を
選
択
し
て
、
長
く
用

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦

日
本
の
作
例
に
顕
著
な
特
徴
と
し
て
は
次

の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

a

対
葉
形
の
内
部

に
小
さ
な
花
弁
を
重
ね
る
。

b

周
囲

に
花
弁
を
付
け
加
え
、
対
葉
形
は
小
さ
く
あ
ら
わ
し
て
花

の
構
成
要
素

の

一
つ

と
し
て
扱
う
。

c

対
葉
部
分
を
非
対
称
と
し
た
り
、
具
象
化
し
た
葉
を
向
き
合
わ
せ
て
表
現
す
る
な
ど

絵
画
的

に
あ
ら

わ
す
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
表
現
が
日
本
独
自

の
変
容
な

の
か
と

い
う
点

に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島

の
様
式

の
流
れ
を
汲

む
も

の
で
あ
る
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

最
後

に
対
葉
花
文

の
発
生
に

つ
い
て
若
干

の
私
見
を
述
べ
、
結
び
と
し
た

い

(挿
図
16
参

照
)
。

対
葉
花
文
の
起
源

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
パ
ル
メ
ッ
ト
庸
草
の
先
端
に
納
ま
り
を

つ
け

　
　

　

る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
、
サ
サ

ン
朝

ペ
ル
シ
ア
や
中
央
ア
ジ
ア
花
文

の
対
葉
形
と
関
係

コ

　

　り

す
る
も

の
、
横

つ
な
ぎ
パ
ル
メ
ッ
ト
文
様

の
発
展
形
ま
た
は
西
方
銀
器
の
影
響
、
グ
プ
タ
式

　
け

レ

唐
草
か
ら
発
生
し
た
も

の
な
ど
と
す
る
説
が
述

べ
ら
れ
て
き
た
。

今
回
、
中
国
の
作
例
を
分
類
、
整
理
し
た
と

こ
ろ
、
中
国
に
お
け
る
対
葉
花
文

の
早

い
例

は
唐
草
文
と
団
花
文

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
初
期

の
形
態

を
観
察
す
る
と
、
次

の
よ
う
な

こ
と
が

い
え
る
。

唐
草
文
で
は
、
対
葉
形
は
①
大
き
な
蕾
ま
た
は
果
実

の
よ
う
な
形
を
し
た
も
の

(表

2

-

②
)
、
②
半

パ
ル
メ

ッ
ト
形
を
対
向

さ
せ
た
も

の

(表

2

-
③
)
、
③
重
ね
合
わ
せ
た
葉
を
対

向
さ
せ
る
も

の

(表

2

-
④
)
、
④
グ
プ
タ
式
唐
草

の
巻
葉
を
対
向

さ
せ
る
も
の

(表

2

-

⑤
)
が
初
期

の
作
例

に
あ
る
。

い
ず
れ
も
唐
草

の
始
点
ま
た
は
末
端
部
分
に
配
置
さ
れ
、
七

世
紀
前
半
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
①
～
③
は
葡
萄
文
様
と
共
に
描
か
れ
、
④
も
イ
ン
ド

起
源

の
文
様
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
は
西
方
的
な
要
素
を
多
分
に
含
ん
だ
文
様
で
あ
る

と

い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
以
後

の
唐
草
文
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
対
葉
形
を
よ
く
見
る
と
、
対
葉
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挿 図16

部
分

の
片
側
が
、
尖

頭
形
の
小
さ
な
葉
形
と
雲

の
よ
う
に
巻
込
ん
だ
葉
形

の
二
つ
の
部
分
で

構
成
さ
れ
る
も

の
が
多

い
。

い
ま
仮
に
こ
れ
を
複
葉
式
と
呼

ぶ
と
、
こ
の
複
様
式
対
葉
形

の

初
期
形
式

(表

2

-
⑤
⑩
)
は
グ
プ
タ
式
唐
草

の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
唐
草

の
中

の
対

葉
花
文

の
発
展
に
は
グ
プ
タ
式
庸
草
が
大
き
く
影
響
し
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
対
葉
形

の
内
部
に
必
ず
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
ら
わ
さ
れ
る
栓
形

や
花
弁
形
は
、
グ
プ

タ
式
唐
草
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
形

の
先
例
は
、
む

し
ろ
北
魏
時
代

の
パ

ル
メ

ッ
ト
唐
草

(挿
図

16

-
1
～

3

・
6
)
や
六
～
七
世
紀

の
西
方
銀

器

(挿
図
16

-
7

・
9

・
14
)
、
タ
ー
ク

・
イ

・
ブ
ス
タ
ー
ン
の
柱
頭
装
飾

(挿
図
16

-
12

・

13
)
に
あ
り
、
パ
ル

メ
ッ
ト
あ
る

い
は

ア
カ
ン
サ

ス
系

の
文
様
要
素
と

い
え
る
。
ま
た
③

の

葉
を
重
ね
合
わ
せ
た

タ
イ
プ
の
対
葉
形
や
こ
の
後
に
述

べ
る
団
花
文

で
は
、
初
期
段
階
か
ら

対
葉
形

の
内
部
に
小

さ
な
花
弁
形
が
描
か
れ
て

い
る
の
で
、
こ
う
し
た
表
現
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

次

に
団
花
文
に

つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
団
花
文

の
初
期

の
作
例
に
は
、
①
半
パ
ル
メ
ッ
ト

が
対
向
す

る
形
の
花
弁
を
も

つ
も
の

(表

2

-
①
)
と
、
②
内
部
に
小
さ
な
花
弁
形
が
あ
る

内
巻
き

の
花
弁
を
も

つ
も

の
と
が
あ

る

(表

2

-
⑥
⑦
)
。
①
は
六
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初

め
、
②

は
七
世
紀
前

半
頃
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、

い
ず
れ
も
四
弁
花

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

　
ね

　

連
珠
文
と
共

に
描
か

れ
て
お
り

、

こ
こ
で
も
西
方
的
な
要
素
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ

の

一
方

で
初
期
の
作
例

の
中

に
は
対
葉
形

の
花
弁

の
問
に
横
向
き

の
花
形
を
挿
入
し
た
も

の
が
あ
り

　
ロ

　

(表

2

-
⑦
⑧
)
、

こ
う
し
た
表

現
は
輩
県
石
窟

の
天
井

の
花
文
に
通
じ
る
も

の
で
、
伝
統

的
な
花
文
表
現
と
の
融
合
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
後

の
多
く
の
花
弁
を
も

つ
よ

う

に
な

っ
た
団
花
文

の
中
に
は
、
隣
接
す
る
花
弁
と
の
問
に
薯
形
や
括
り
が
あ
ら
わ
さ
れ
る

　
ロ

　

も

の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
表
現
は
す

で
に
石
渡
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
西
方
起
源

の
横

つ
な
ぎ
の
パ
ル
メ

ッ
ト
文
様

(挿
図
16

-
8

・
11
)

の
応
用
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
対
葉
部
分
の
基
本
構
成
を
み
て
み
る
と
、
唐
草
文
で
は
複
様
式
が
多
か

っ
た
が
、
団

花
文
で
は
、
片
側
が

一
枚

の
半

パ
ル
メ
ッ
ト
形
で
で
き
た
単
葉
式
と
も
呼

べ
る
も
の
が
ほ
と
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ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
唐
草
文
と
団
花
文
に
使
用
さ
れ
る
対
葉
形
を
分
け

て
み
て
み
る
と
、
初

期

の
形
態
は
両
者

の
間
で
か
な
り
異
な

っ
て
お
り
、
対
葉
花
文
と
し
て
完
成
し
た
後
も
唐
草

文

に
は
複
様
式
対
葉
形
が
多
く
、
団
花
文
に
は
単
葉
式
対
葉
形
が
多

い
と

い
う
傾
向

が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
両
者

の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
あ
る

い
は
完
成
形
と
深

い
関
わ

り
を
も

つ
と
思
わ
れ
る
文
様
表
現
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ら
は

い
ず
れ
も

西
方
よ
り
伝
来
し
た

要
素
を
多
く
含

ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
唐
草
文
、
団
花
文
ど

ち
ら

の
場
合
も
対
葉

花
文
は
西
方

の
文
様
意
匠
の
刺
激
を
受
け
て
作
り
出
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
が
、
双
方

の
起

源
を

一
元
的
な
も

の
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
北
魏
時
代

の
パ
ル

メ
ッ
ト
唐
草
や
、
サ
サ
ン
朝

ペ
ル
シ
ア
の
遺
例
に
は
、
対
葉
花
文
を
思

わ
せ
る
半

パ
ル
メ
ッ

ト
あ
る

い
は

ア
カ
ン
サ
ス
を
対
向
さ
せ
た
文
様

(挿
図

16

-
15

・
16
)

が
あ

る
が
、
中
国
に

お
け
る
対
葉
花
文

の
初
期

の
作
例
と
比
較
す
る
と
形
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
中
国
で
流
行
し
た
対
葉
花
文
の
直
接
的
な
原
形
と
み
な
す
こ
と
も

で
き
な

い
だ

ろ

う
。
こ
う
し
た
事
柄
に
加
え

て
、
唐
草
文

・
団
花
文
と
も
に
対
葉
花
文

の
初
期
形
態
と
思
わ

れ
る
文
様

が
七
世
紀
前
半
に
あ
ら
わ
れ
、
七
世
紀
後
半
に
は
完
成
形
が
出
現
す
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と
、
唐
草
文
と
団
花
文

の
二
系
統

の
対
葉
花
文
は
、
西
方

伝
来
の
新
し

い
文
様

の
影
響
を
受
け
て
、
七
世
紀
第

二
四
半
期
か
ら
第
三
四
半
期

の
中
国
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
生

み
出
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
既
存
の
文
様
か
ら
の
直

接
的
発
展
形

で
も
な

く
、
ま
た
実
在

の
植
物
か
ら
着
想
を
得
た
も

の
で
も
な

い
空
想
上
の
花
文

で
あ
る
ゆ
え
に
こ

の
二
系
統

の
花
文
は
そ
の
発
生
当
初
か
ら
高

い
自
由
度
と
適
応
性
を
備
え

て
い
た
。
そ
し
て
、

そ

の
後
、
西
方
起
源

の
横

つ
な
ぎ

の
パ
ル
メ

ッ
ト
文
様

の
意
匠
を
取
り
入
れ
、
ま
た
相
互
に

影
響
し
合

い
な
が
ら
多
彩
な
ヴ

ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
生

み
出
し
、
装
飾
性
豊
か
な
植
物
文
様

と
し
て
広
く
応
用
さ
れ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔付
記
〕

本
稿
は
平
成
十
六
年
度

メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ

ン
タ
ー

の
研
究
助
成
金

に
よ
る
研
究
成
果

で
あ

る
。

こ
こ
に
記
し

て
感
謝
申

し
上

げ
ま
す

。

注
(1
)
山
本
忠
尚

『日
本

の
美
術
三
五

八

唐
草
紋
』
。
源
豊
宗

『大
和
を
中
心
と
す

る
日
本
彫
刻
史
』

(近

畿
観
光

会

一
九

四

一
)
お

よ
び
再
録

版
と

し

て

「
日
本

彫
刻
史
」
1
大
和

を
中

心
と
す

る
ー
」

(
『源
豊
宗
著

作
集

日
本
美

術
史
論
究

2
総
説

・
古
代
』
思
文

閣
出

版
出
版

一
九
九

八
)
に

記
述
が
あ
る
。
再
録
版

に
は

「対
葉
花
文

の
名

称
と
は
、

二
片

の
木
葉
が
宝
珠
形
に
左

右
か
ら
結
合

し
た
文
様
と
解
さ
れ

て
い
る
が

、
実

は
、
蓮
弁

の
左
右
両
辺
が
右
側
に
反
り
か
え

っ
た
形

の
文
様
化

し
た
も

の
で
、
天
平
時
代

の
三
次

元
的

視
覚

の
所
産
で
あ
る
。
」
と

の
補
注
が
あ
る
。

(
2
)
川
勝
政
太
郎

「法
華
堂
本
尊

の
装
飾
文
様

」

『東
大
寺
法
華
堂

の
研
究
』

大
八
州
出
版

一
九
四
八

(
3
)
本
稿

の
挿
図

・
表

に
使
用

し
た
文
様

は
展
覧
会
図
録
等

の
写
真
図
版
か
ら
栗
田
が
描
き
起

こ
し
た
。

た
だ
し
挿
図
1

-
12
石
塔
婆
五
尊
仏

の
文
様
は
長
廣
敏
雄

「唐
代

の
唐
草
文
様
」

(『仏
教
芸
術
』
八
)

の
挿
図

に
も
と
つ
く
。

(
4
)
本
稿

で
は

『中

国
石
窟
』

シ
リ
ー
ズ

(平
凡
社
)

の
時
代
区
分

に
従

い
、
初
唐
期
を
六

一
八
～
七

一

〇
年
、
盛
唐
期
を

七

一
一
～
七
六
三
年
と
し
た
。

(
5
)
西

川
新
次

・
水
野
敬

三
郎

「
鳳
鳳
堂

の
彫
刻
」

『平
等

院
大
観

第

二
巻

彫

刻
』
岩

波
書
店

一

九

八
七

(
6
)

『敦
煙

石
窟
全
集

十
四

図
案
巻

(下
)
』
九

一
頁

(
7
)
注

6
前

掲
書

九
五
頁

(
8
)

山
本
忠

尚

『日
本

の
美
術

3
5
8

唐
草
紋
』
至
文
堂

一
九
九

六

(9
)
林
良

一

『東
洋
美
術

の
装
飾
文
様

植
物
文
編
』

同
朋
社

出
版

一
九
九

二

(10
)
石
渡
美
江

「唐
鏡

に
お
け

る
西
方

銀
器

の
影
響

」

『古
代
オ

リ

エ
ン
ト
博
物
館
紀
要
』

一
八

古
代

オ
リ

エ
ン
ト
博
物
館

一
九
九
七

(11
)

安
藤
佳
香

『佛
教
荘
厳

の
研
究

グ
プ
タ
式
唐
草

の
東
伝
』
中
央
公
論
美
術
出
版

二
〇

〇
三

(12
)

注

7
前
掲
書

四

・
五
頁

(
13
)

『中
国

石
窟

輩

県
石
窟
寺
』

(平
凡
社

一
九

八
三
)
図
版

二
、
一
・
九

三

・
九

四

(
14
)
注

10
前
掲
書
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表

2

・
挿

図

【中

国

】

⑳ ⑳ ⑳ ⑭ ⑳ ⑫ ⑳ ⑳ ⑳ ⑱ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

図
番
号
対
応

一
覧

敦
煙

莫
高
窟

第
四
〇

一
窟
西
壁

階

(挿
図

3

-
1
)

同
第

二
〇
九
窟
窟
頂

初
唐

(挿
図

2

-
12
)

同
第

三
二
二
窟
窟
頂

初
唐

(挿
図

2

-
11
)

同
第

三
八
七
窟
窟
頂
周
縁

初
唐

(挿

図
2

-
10
)

蘇

氏
墓
墓
誌

貞
観
八

(六
三

四
)

(挿
図

2

-
1
)

敦
煙

莫
高
窟
第
三
七
五
窟
窟
頂

初
唐

(挿

図
3

-
2
)

同
第
三
七
三
窟
窟
頂

初
唐

(挿
図

3

-
3
)

同
第

二
〇
五
窟
窟
頂

初
唐

(挿
図

3

-
5
)

同
第

二
二
〇
窟
南
壁

阿
弥
陀
浄
土
変
相

図
菩

薩
台
座

一

貞
観

一
六

(六

四
二
)
銘

(挿

図
8

-
14
)

尉
遅
敬
徳
墓
墓
誌
蓋

顯
慶

四

(六
五
九

)

(挿
図

2

-
2
)

同
州
聖
教
序
碑

龍
朔

二

(六

六
三
)

(挿

図

2

-
3
)

李
勧
墓
墓
誌

総
章

二

(六
六
九
)

(挿

図
2

-
5
)

王
大
禮
墓
墓
誌

威
亨
元

(
六
七
〇
)

(挿

図

2

-
4
)

郭
麗
石
棺

成
亨
元

(挿
図

6

-
1
)

敦
煙
莫
高
窟
第

ご
.三
五
窟
窟
頂

垂
操

二

(六
八
六
)
銘

(挿
図

3

-
8
)

趙
府
君
墓
墓
誌

武
周

(六
八
四
～
ヒ
〇
五
)

(挿
図

1

-
17
)

敦
煤
莫
高
窟
第

二
、
一一、一窟
窟
頂

載
初

(六
九
〇
)
頃

(挿
図

3

-
9
)

独
孤
思
貞
墓
墓
誌

神
功

元

(六
九
し
)

(挿
図

1

-
11
)

川
大
雲
寺
出
士
舎
利
容

器

(銀

容
器
)
延
載
元

(六
九
四
)
以
前

(挿
図

2

-
7
)

敦
煤
莫
高
窟
第

、
.
、三
窟
窟
頂

万
歳
三

(六
九
七
)
銘

(挿
図

4

、
3
)

韓
森
塞
出

土
驚
鳥
紋
菱

花
形
銀

盤

(挿
図

7

-
9
)

永
泰
公
主
墓

石
榔

神

龍
二

(七
〇
六
)

(挿
図

1

-
13
)

同
石
門

(挿

図
1

-
14
)

敦
惇
莫
高
窟
第

二

一
七
窟
窟

頂

神
龍
年
間

(し
〇
五
～
七
)

(挿
図

4

-
1
)

同
第

二

一
七
窟

西
寵
光
背

神

龍
年

間

(挿
図

7

-
3
)

奉
洞
墓

石
榔

景
龍

二

(ヒ
〇
八
)

(挿
図

2

-
17
)

麓
徳
太

子
墓
壁

画

神

龍
二

(七
〇
六
)

(挿
図

6

-
3
)

章
洞
墓
墓
誌

景
龍
二

(挿
図

6

-
4
)

賀
蘭
都
督
墓
墓

誌

景
龍
三

(七
〇
九
)

(挿
図

1

-
16
)

酵
氏
墓
誌

景
雲
元

(ヒ

一
〇
)

(挿
図

1

-
18
)

阿
史
那

砒
伽
特

勤
墓
墓
誌

開
元

一
一
、
(七

二
四
)

(挿
図

1

-
20
)

楊
執

一
墓
墓

石
門

開
元

一
五

(七

二
七
)

(挿
図

1

-
21
)

同
墓
誌

(挿
図

6

-
5
)

焉
君
衡
墓

墓
誌

開
元

一
七

(七
三
〇
)

(挿
図

6

-
6
)

李
景
由
墓

出
土
宝
相
花
紋
花
弁
形
銀
盒

開
元

二
六

(七

三
八
)
以
前

(挿

図

6

-
19
)

慶

山
寺

塔
趾
出
十
三
彩
盤

開
元

二
九

(七

四

一
)

(挿

図
7

-
16
)

張
去
逸

墓
墓
誌

天
寳
六

(七
四
七
)

(挿
図

6

-
9
)

⑱

三
兆
村
唐
墓

出
土
忍
冬
花
結
銀
薫
球

(挿
図

6

-
20
)

⑳

敦
煙
莫
高
窟

第

一
八
〇
窟
西
寵
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坐
像
光
背

天
寳

7

(七

四
八
)

⑩

高
元
珪
墓
石
棺

天
寳
十
五

【日
本
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六

)

(挿

図

6

-
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)
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図

7
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6
)

魚

々
子
地
花
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草
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銅
板

(薬
師
寺
本
尊
台
座
内
発
見

)
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9

-
1
)

法
隆
寺
伝
橘

夫
人
念
持
仏
厨
子

(挿
図
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-
2
)

大
官
大
寺

出
土
隅
木
端
飾
金
具

和
銅

四

(七

一
一
)
以
前

(挿
図

10

-
1
)

高
松
塚
古
墳

出
土
透
彫
棺
金
具

(挿
図

11

-
1
)

薬
師
寺

聖
観

音
立
像
台
座

(挿
図

14

-
15
)

正
倉

院
北
倉

三
八

金
銀
釦
装
唐
大
刀

天
平
勝
宝

8
以
前

(挿
図

10

-
7
)

同
中
倉

五
七
最
勝
王
経
秩

天
平
十
四

(七

四
二
)

(挿
図

11

-
3
)

法
隆
寺
伝

法
堂
天
蓋

天
平
十
四
～
十

八

(七

四
二
～
六
)
頃

(挿
図

12

-
7
)

東
大
寺

法
華
堂
本
尊
光
背

天
平
十
九

(七

四
七
)
頃

か

(挿
図

9

-
10
)

同
本
尊

宝
冠
飾
金
具

(挿
図

10

-
9
)

同
増

長
天
像

(下
甲
)

(挿
図

9

-
5
)

同
増

長
天
像

(吹
返
し
)

(挿
図

9

-
6
)

同
広

目
天
像

(右
上
謄
)

(挿
図

9

-
7
)

正
倉

院
北
倉

一
五
七
礼
服
御
冠
残
欠

天
平
勝
宝

四

(七
五
二
)
頃

(挿
図

10

-
11
)

東
大

寺
金
銅
八
角
燈
籠

天
平
勝
宝

四
頃

(挿

図
10

-
12
)

東
大
寺

銀
製
鍍
金
蝉
形
錬
子

天
平
勝
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四
頃

か
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図
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-
19
)

東
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寺
法
華
堂
金
剛
力
士
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形
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左
膝
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図
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-
1
)

同
増
長
天
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右
膝
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(挿
図
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-
3
)

同
広
目
天
像

左
膝
頭

(挿
図
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-
4
)

同
天
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図
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-
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正
倉

院
中
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一
二
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第

.
、号
轡
金
具

天
平

勝
宝
四

(挿
図
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-
2
)

東
大
寺
盧
遮
那
仏
坐
像
台
座
蓮
弁

(挿

図
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-
7
)

正
倉

院
南
倉

」
」
九
唐
古
楽
安
君
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半
腎
残
欠

第
九
号

(挿
図
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-
22
)

法
隆
寺
献
納
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N
三
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萄
唐
草
文
錦
褥

(挿
図

11

-
17
)

正
倉

院
中
倉

二
〇

二
幡
垂
端
飾

天
平
勝
宝

九

(七
五
七
)

(挿
図

11

-
15
)

法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
出
土
金
銅
製
垂
木
先
金

具

天
平
宝
字

五

(七

六

一
)

以
前

(挿
図

11

-
22
)

栄
山
寺
八
角
堂
内
陣
天
井
画

天
平
宝
字

一
～
八

(七
五
七
～
六
四
)

(挿

図
12

-
8
)

正
倉

院
南
倉

、
五
〇
葡
萄
唐
草
文
白
綾
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)
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図
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)
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図
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光
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図
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台
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図
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光
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光
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薩
像
光
背
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堂
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石
窟
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朋
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化
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京
都
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所
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九
三
七

『世
界
美
術
全
集
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ー
サ
ー
ン
・
イ
ー
ラ
ー
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
』
平
凡
社

一
九
五
四
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本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

平
安
時
代

造
像
銘
記
篇

=

中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
六
六
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本
彫
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史
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礎
資
料
集
成

平
安
時
代

造
像
銘
記
篇
三
』
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
六
七

『日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

平
安
時
代

造
像
銘
記
篇
五
』
中
央
公
論
美
術
出
版

一
九
七
〇

『日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

平
安
時
代

造
像
銘
記
篇
六
』
中
央
公
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美
術
出
版

出
土
文
物
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覧
工
作
組
編

『文
化
大
革
命
期
間
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土
文
物
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一
輯
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文
物
出
版
社

一
九
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三

新
彊
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自
治
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物
館
編
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彊
出
土
文
物
』
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物
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版
社
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九
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五
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和
古
寺
大
観
第
二
巻

当
麻
寺
』
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波
書
店

一
九
八
五

『大
和
古
寺
大
観
第
三
巻

元
興
寺
極
楽
坊

元
興
寺

大
安
寺

般
若
寺
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輪
院
』
岩
波
書
店
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九
七
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和
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寺
大
観
第
四
巻
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薬
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寺
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寺
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成
寺
』
岩
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書
店

一
九
七
七

『大
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寺
大
観
第
六
巻
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生
寺
』
岩
波
書
店

一
九
七
六

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
の
金
工
』
日
本
経
済
新
聞
社

一
九
七
七

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
一
巻

法
隆
寺

こ

岩
波
書
店

一
九
七
九

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
二
巻

法
隆
寺
二
』
岩
波
書
店

一
九
七
九

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
三
巻

法
隆
寺
三
』
岩
波
書
店

一
九
七
九

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
四
巻

法
隆
寺
四
』
岩
波
書
店

一
九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
五
巻

法
隆
寺
五
』
岩
波
書
店
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九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
六
巻

薬
師
寺
全
』
岩
波
書
店

一
九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
七
巻

興
福
寺

一
』
岩
波
書
店

一
九
七
九

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
八
巻

興
福
寺
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』
岩
波
書
店

一
九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
九
巻

東
大
寺

こ

岩
波
書
店

一
九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
十
巻

東
大
寺
二
』
岩
波
書
店

一
九
七
九

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
十

一
巻

東
大
寺
三
』
岩
波
書
店

一
九
八
〇

『奈
良
六
大
寺
大
観
第
十
三
巻

唐
招
提
寺
二
』
岩
波
書
店

一
九
七
二

『奈
良

六
大
寺
大
観
第
十
四
巻

西
大
寺
全
』
岩
波
書
店

一
九

八

一

宮

川
富
雄

・
伏
見
沖
敬

『西
安
碑
林
書
道
芸
術
』
講
談
社

一
九

七
九

『中
華
人
民
共
和
国

西
安
古
代
金
石
拓
本
と
壁
画

展
図
録
』
毎

日
新
聞
社

一
九
八
〇

『日
本
古
寺
美
術
全
集
第
九
巻

神
護
寺
と
洛

西

・
洛

北
の
古
寺
』

集
英
社

一
九
八

一

『日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成

四

仏
堂

1
』

中
央

公
論
美

術
出
版

一
九
八

一

敦
煙
文
物
研
究
所
編

『中
国
石
窟

敦
煙
莫
高
窟

第

3
巻
』

平
凡
社

]
九
八

一

敦
煙
文
物
研
究
所
編

『中
国
石
窟

敦
煙
莫
高
窟

第

4
巻
』

平
凡
社

一
九
八
二

河
南
省
文
物
研
究
所
編

『中
国
石
窟

輩
県

石
窟
寺
』

平
凡
社

一
九
八
三

松
本
包
夫

『正
倉
院
裂
と
飛
鳥
天
平

の
染
織
』

紫
紅
社

一
九
八
四

梅
原
末
治

『唐
鏡
大
観
』
同
朋
社
出
版

一
九
八
四

陳
西
省
博
物
館
編

『陳
西
古
代
美
術

巡
礼

4

永
泰

公
主
惇
線
刻
画
』
陳
西
人
民
美
術
出
版
社

一
九
八
五

『正
倉
院

の
文
様
』
便
利
堂

一
九

八
五

『飛
鳥
資
料
館

カ
タ
ロ
グ
第

8
冊

大
官

大
寺
-

飛
鳥
最
大

の
寺
ー

』
飛
鳥
資
料
館

一
九
八
五

『国
宝
大
事
典

四

工
芸

・
考
古
』

講
談
社

一
九
八
六

『平
等
院
大
観

第

二
巻

彫
刻
』

岩
波
書
店

一
九
八
七

天
理
大
学

・
天
理
教
道
友
社
編
集

『ひ
と
も

の
こ
こ
ろ

天
理
大
学
付
属

天
理
参
考
館

第

2
期

第

5
巻
』

天
理
教
道
友
社

一
九

八
八

天
理
大
学

・
天
理
教
道
友
社

編
集

『ひ
と
も

の
こ
こ
ろ

天
理
大
学
付
属

天
理
参
考
館

第

3
期

第

3
巻
』

天
理
教
道
友
社

一
九
九

〇

韓
偉
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内
外
唐
代
金
銀

器
葦
編
』
三
秦
出
版
社

一
九

八
九

『
日
本
美
術
全
集

3

正
倉

院
と
上
代
絵
画
』
講
談
社

一
九
九

〇

『
日
本
美
術
全
集

4
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大
寺
と
平
城
京
』
講
談
社

一
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九

〇

『
日
本
美
術
全
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6
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院
と
定
朝
』
講
談
社

一
九
九

〇

『法

門
寺
』
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国
陳
西
旅
游
出
版
社

一
九
九

〇

雲

岡
石
窟

文
物
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管

所
編

『中
国
石
窟

雲
岡

石
窟

第

2
巻
』

平
凡
社

一
九
九
〇

『龍

門
石
窟

装
飾
離
刻
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社

一
九
九

一

『法

隆
寺

の
至
宝

第

一
五
巻

昭
和
資
財
帳
』
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学
館
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九
九
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政
期

の
仏
像
-

定
朝
か
ら
運
慶

へ
ー
』
岩

波
書

店

一
九
九

二
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日
本
放
送
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会

]
九
九

二

林

良

一

『東
洋
美
術

の
装
飾
文
様

植
物
文
編
』
同
朋
社
出
版

一
九
九
二

陳
西
歴
史
博
物
館
編

『唐

代
墓
誌
紋
飾
選
編
』
陳
西
人
民
美
術
出
版
社

一
九
九
二

松
原

三
郎

『中
国
仏

教
彫

刻
史
論

図
版
編
三

唐

・
五
代

・
宋

付
道

教
像
』

吉
川
弘
文
館

『平
城
京

・
藤
原
京
出

土
瓦
形
式

]
覧
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
九
六

山
本
忠
尚

『
日
本

の
美
術

三
五
八

唐
草
紋
』
至
文
堂

一
九
九

六

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
1

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
2

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
4

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
5

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
6

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
7

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
8

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物
9

正
倉
院
事
務
所
編

『正
倉
院
宝
物

一

『世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編

『世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編

第

『世
界
美
術
大
全
集

東
洋
編

敦
煙
研
究
院
編

『敦
煙
藻
井
臨
品
選
』

張
鴻
修
編
著

『階
唐
石
刻
藝
術
』

角
燈
籠
修
理
報
告
書
』
東
大
寺

齋
東
方

『唐
代
金
銀
器
研
究
』

澤
田
む
つ
代
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〇
〇
一

陳
西
歴
史
博
物
館

敦
煙
研
究
院
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編

『敦
煙
石
窟
全
集

敦
煤
研
究
院
主
編
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第

4
巻

第

一
六
巻

三
秦
出
版
社

一
九
九
九

中
国
社
会
科
学
出
版
社

北
倉

1
』
毎
日
新
聞
社

一
九
九

四
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倉

H
』
毎
日
新
聞
社

一
九
九

六
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倉

1
』
毎
日
新
聞
社

一
九
九

四
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』
毎

日
新
聞
社

一
九
九

五
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倉

皿
』
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日
新
聞
社

一
九
九

六

南
倉

1
』
毎

日
新
聞
社

一
九
九

五

南
倉

H
』
毎

日
新
聞
社

一
九
九

六

南
倉

m
』
毎

日
新
聞
社

]
九
九
七

南
倉
N
』

毎
日
新
聞
社

一
九
九
七

階

・
唐
』
小
学
館

一
九
九
七

五
巻

中
央

ア
ジ

ア
』

一
九
九
九

西

ア
ジ

ア
』

二
〇
〇
〇

陳

西
旅
遊
出
版
社

.

一
し
L
又

一
プ
↓ノ
ノ

一
九
九

五

九
九
七

文
化
庁
文
化

財
保
護
部
美
術

工
芸
課

・
奈
良
県
教
育
委
員
会
事

務
局
文
化
財
保
存
課
編

『東
大
寺
国
宝
金
堂

八

一
九
九
九

『
上
代
裂
集
成
-
古
墳
出
十

の
繊
維
製
品
か
ら
法
隆
寺

・
正
倉

院
ま

で
』
中
央
公
論
美
術
出
版

『唐
墓
壁
画
珍
品

・
酪
徳
太
子
墓
壁

画
』

文
物
出
版
社

二
〇
〇

二

一
四

図
案
巻

(下
)』
商

務
印
書
館

二
〇
〇
三

『敦
煙
石
窟
全
集

一
四

図
案
巻

(h
)
』
商

務
印
書
館

二
〇
〇
一、一

『花
舞
大
唐
春

何
家
村
遺

宝
精
梓
』

文
物
出
版
社

二
〇
〇
三

『陳
西
歴
史
博
物
館
珍
蔵
金
銀

器
』

陳
西
人
民
美
術
出
版
社

二
〇
〇
三

*
報
告
書

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著

『中
国
田
野
考
古
報
告
集

考
古
学
専
刊

丁
種
第

十

一
号

唐
長
安
大

明
宮
』

科
学
出
版
社

一
九

五
九

深
井
晋
司

・
堀
内
清
治
編
著

『東
京
大
学
イ

ラ
ク

・
イ

ラ
ン
遺
跡
調
査

団
報
告
書

]
○

タ
ー
ク

・
イ

・
ブ

ス

タ
ー

ン
ー

図
版
』
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所

一
九
六
九

深
井
晋

司

・
堀
内
清
治
編
著

『東
京
大
学
イ

ラ
ク

・
イ

ラ
ン
遺
跡
調
査

団
報
告
書

一
三

タ
ー
ク

・
イ

・
ブ

ス

タ
ー

ン
H

図
版
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所

一
九
七
二

『市
立
市
川
考
占
博
物
館
研
究
調
査
報
告
第

6
冊

下
総
国
分
寺

跡

平
成

元
～
5
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
』

市

立
市
川
考
古
博
物
館

一
九
九

四

「
法
華
寺

阿
弥
陀
浄
土
院

の
調
査
ー
第

三

一
二
次
」

『奈

良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
二
〇
〇
〇

-
皿
』

奈
良

国
立
文
化

財
研
究
所

、
一〇
〇
〇

*
展
覧
会

図
録

『図
録

新
羅

の
古
瓦
博
』
北
九
州
市
立
歴
史
博
物
館

一
九
七

五

「昭
和

六
卜
二
年

正
倉
院
展
目
録
』
奈
良
国
立
博
物
館

一
九

八
七

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
大
文
明
展

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

・
仏
教
伝
来

の
道

図
録
』
奈
良
国
立
博
物
館

・
(財
)
な
ら

・

シ
ル
ク

ロ
ー
ド
博

協
会

一
九
八
八

『
昭
和

六
十
三
年

正
倉
院
展
目
録
』
奈
良
国
立
博
物
館

一
九

八
八

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
甘
粛
省
博
物
館

編

『
天
馬

か
け

る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
秘
宝

中
国
甘
粛
省
文
物
展
』
新

潟
県

・
中
華

人
民
共
和
国
甘
粛
省

一
九
九
〇

『大
唐
長
安

展
図
録
』

京
都
文
化
博
物
館

一
九
九

四

『春

日
大
社
名
宝

展
』

奈
良
国
立
博
物
館

一
九
九

五

『遣
唐
使
が
見
た
中
国
文
化

中
国
社
会
科

学
院
考
古
研
究
所
最
新

の
精
華
」
奈
良
県
立
橿
原
考
占
学
研
究
所

付
属
博
物
館

一
九
九
五

『砂
漠

の
美
術
館
ー

永
遠
な
る
敦
煙
展
図
録
』
朝
日
新
聞
社

一
九
九
六

『特
別
展

法
隆
寺
献

納
宝
物
』

東
京
国
立
博
物
館

一
九
九
六

『奈
良
国
立
博
物
館

の
名

宝
-

一
世
紀

の
軌
跡
1

』
奈
良
国
立
博
物
館

一
九
九
七

一80一



『中
国

の
正
倉
院

法

門
寺

地
下
宮

殿

の
秘
宝

「唐
皇

帝
か
ら

の
贈

り
物
」
展
図
録
』
新
潟

県
立
近
代
美

術

館

・
朝

日
新

聞
社

・
博
報
堂

一
九
九
九

『
「大
仏

開
眼

一
二
五
〇
年

東
大
寺

の
す

べ
て
」
目
録
』
奈
良

国
立
博
物

館

二
〇
〇

二

『第

五
十

六
回

正
倉

院
展
目
録
』
奈
良
国
立
博
物
館

二
〇
〇
四

『中
国
国
宝

展
図
録
』
朝
日
新
聞
社

二
〇
〇

四

*
論
文

長
廣
敏
雄

「
唐
代

の
唐
草
文
様
」

『仏
教
芸
術
』

八

閻
嘉

「
西
安

出
十
的
唐
代
金
銀
器
」

『文
物
』

一
九

五
九

-
八

西
安
市
文
物
管

理
委
員
会

「
西
安
市
東
南
郊
沙
披
村
出

十

一
批
唐
代
銀
器
」

『文
物
』

一
九
六

四

-
六

甘
粛
省
文
物

工
作
隊

「
甘
粛
省

川
出
土
的
唐
代
舎
利

石
函
」

『文
物
』

一
九
六
六

-
三

水

野
敬

三
郎

「
法
隆
寺
伝
法
堂
各
間
中
尊

の
光
背

に

つ
い
て
」

『大
和
文
化
研
究
』

一
四

-
六

小

田
誠
太

郎

「
東
大
寺
天
平
彫
刻

の
文
様

に

つ
い
て
」

『仏
教
芸
術
』

一
四
七

水
本

咲
子

「
初
唐

の
植
物
文
様

に

つ
い
て
」

『美
術
史
』

一

一
八

山
本
謙

治

「
対
葉
花
文

の
展
開
-
宝
相
華
文
成

立

の

一
過
程
と
し

て
」

『博
物
館
学
年
報
』

]
八

一
九
八
六

武
笠

朗

「
安
楽
寿
院
阿
弥
陀
如
来
像

に

つ
い
て
」

『仏
教
芸
術
』

一
六
七

薄
小

螢

「
敦
煙
莫
高
窟
六
世
紀
末
至
九

世
紀

中
葉
的
装
飾
図
案
」

『北
京
大
学

中
国
中
古
史
研
究
中
心
編

敦

煙
吐

魯
番

文
献
研
究
論
集
』
北
京
大
学
出
版
社

一
九
九
〇

田
中
敏
雄

「
聖
徳
太
子
及
び
天
台
高
僧
像

(
一
乗
寺
)
」

『週
間
朝
日
百
科

日
本

の
国
宝

三

一

兵
庫

、/
太

山

寺

・
一
乗
寺

・
神
戸
市
立
博
物
館

・
白
鶴
美
術
館

・
黒
川
古
文
化
研
究
所
』
朝

日
新
聞
社

一
九
九
七

松

本
伸
之

「唐
代

金
銀
器

の
諸
相
-

一
九
五

〇
年

代
か
ら

一
九

九
九
年
ま

で

の
発
掘
資
料

を
め
ぐ

っ
て
ー
」

『東

京
国
立
博
物
館
紀
要
』

三
五

山
内

和
也

「
イ

ラ
ン
高
原

の
建
築
装
飾
-

紀
元
前

1
千
年
紀

か
ら
サ
ー
サ
ー

ン
朝

ペ
ル
シ
ア
時
代
1
」

『砂
漠

に
も
え

た

つ
色
彩
-

中
近
東

五
〇
〇
〇
年

の
タ
イ

ル

・
デ
ザ
イ

ン
ー

』
岡
山
市
立
オ
リ

エ
ン
ト
美

術
館

二
〇

〇

一

甘
粛

省
博
物
館

「敦
煙
佛
爺
廟
湾
唐
代
模
印
壇

墓
」

『文
物
』

二
〇
〇
二

⊥

瀬

山
里
志

「
天
平
彫
刻
団
花
文
小
考
」

『
サ

ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』

六
号

西
安

市
文
物
保
護
考
古
所

「
西
安

西
北
政
法
学
院
南
校
区

三
四
号
唐
墓
発
掘
簡
報
」

『文
物
』

二
〇
〇
二

⊥

二

盧
兆
萌

・
古
方

「略
論
唐
代

金
銀

器
的
玉
石
器
皿
」

『文
物
』

二
〇
〇

四

-
二

・


